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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、酵素活性とアミノ酸配列に基づいて単離され、同定されたタンパク質チロシンホスファターゼ（PTP）ファミリーの創設メンバーです。PTPは、チロシン残基上のリン酸モノエステルの加水分解を触媒します。小胞体アンフォールドタンパク質応答の調節因子として機能するチロシンタンパク質ホスファターゼです。EIF2AK3/PERKの脱リン酸化を媒介し、EIF2AK3/PERKのタンパク質キナーゼ活性を不活性化します。CKIIおよびp60c-src誘導性シグナル伝達カスケードで重要な役割を果たす可能性があります。細胞の再編成と細胞間反発を調整するEFNA5-EPHA3シグナル伝達経路を制御する可能性があります。また、METの脱リン酸化を介して肝細胞増殖因子受容体シグナル伝達経路を制御する可能性があります。
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	HeLa 細胞溶解物中の PTP1B 発現のウェスタン ブロット解析。

